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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/24 現在 

父島 

44.2/100 

母島  

58.8/100 

3 月気象状況    （父島） 

最高気温   22.4℃ 

最低気温   16.8℃ 

平均気温   19.9℃ 

平均湿度   71％ 

月降水量   79.5mm 

住民基本台帳登録者数（4/1） 

             2,615 人 

             父島      母島               

  人口      2,156 人   459 人 

  世帯      1,215    276 

                                               

    
４
月

21日
執
行
の
小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
は
、

次
の
８
名
が
無
投
票
に
よ
り
当
選
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 【
当
選
人
】（

届
出
順
）
 

 
 
杉
田
 
一
男
 

 
 
稲
垣
 
勇
 

 
 
築
舘
 
俊
一
 

 
 
金
子
 
隆
 

 
 
池
田
 
望
 

 
 
安
藤
 
重
行
 

 
 
片
股
 
敬
昌
 

 
 
清
水
 
良
一
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 
 

２
‐
３
１
１
１
 

    

小
笠
原
村
長
選
挙
が
７
月

21日
（
日
）
に
執
行
 

さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
立
候
補
の
届
出
・
受
付
を
 

円
滑
に
行
う
と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
を
 

行
う
た
め
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
 

で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ◎
対
象
者
 

小
笠
原
村
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
、
 

立
候
補
予
定
者
の
関
係
者
 

 ◎
日
時
及
び
場
所
 

６
月
７
日
（
金
）
午
後
５
時

30分
か
ら
 

小
笠
原
村
役
場
本
庁
舎
（
二
階
会
議
室
）
 

 ◎
選
挙
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
告
示
日
：
７
月

16日
（
火
）
 

●
期
日
前
投
票
期
間
：
 

７
月

17日
（
水
）
～

20日
（
土
）
 

※
母
島
の
期
日
前
投
票
は
７
月

19日
（
金
）
ま
で
 

●
繰
上
投
票
日
：
７
月

20日
（
土
）【

母
島
】
 

●
投
票
日
：
７
月

21日
（
日
）【

父
島
】
 

●
開
票
日
：
７
月

21日
（
日
）
即
日
開
票
 

  
選
挙
の
詳
細
に
つ
い
て
は
６
月
号
の
村
民
だ
よ
り

で
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

 ◎
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
３
１
１
１
 

  

「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
６
月

22日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
 

（
雨
天
中
止
）
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
 

【
募
集
内
容
】
 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》
 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ
わ
し

い
出
演
 

【
申
込
期
間
】
５
月

24日
（
金
）
ま
で
 

《
夜
店
》
 

飲
食
、
物
販
な
ど
 

（
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
出
店
）
 

＊
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
期
間
】
 

 
６
月

10日
（
月
）
～
６
月

14日
（
金
）
 

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】
 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》
 

総
務
課
総
務
係
 
２
‐
３
１
１
１
 

《
夜
店
》
 

 
小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
 
福
本
 

０
９
０
‐
２
２
１
８
‐
０
６
４
１
 

   

  
小
笠
原
村
に
お
け
る
改
元
に
伴
う
元
号
表
記
の
取

り
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
と
い
た
し
ま
す
。
 

・
改
元
日
（
５
月
１
日
）
以
降
の
元
号
を
「
令
和
」

で
表
記
し
ま
す
。
 

・
改
元
日
以
降
に
「
平
成
」
を
使
用
し
て
い
る
と
き

は
、
新
元
号
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
 

シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
や
事
前

に
大
量
に
作
成
し
た
書
類
な
ど
は
、
改
元
日
以
降
も

日
に
ち
や
年
度
の
表
記
が
「
平
成
」
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
新
元
号
に
よ
る

応
当
日
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ど
ち
ら

の
元
号
で
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
村
で
は
有

効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。
 

・
新
元
号
の
初
年
は
、「

元
年
」
と
表
記
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
「
元
年
」

で
は
な
く
「
１
年
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
 

今
後
、
国
や
東
京
都
か
ら
元
号
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
異
な
る
取
り
扱
い

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
総
務
課
総
務
係
 
２
‐
３
１
１
１
 

    小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
５
月

15日
（
水
）
午
前

11時
こ
ろ
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
‐
３
１
１
１
 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集

 

小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

 

小
笠
原
村
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
 

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
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防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

元
号
の
表
記
に
つ
い
て
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  ・
職
種
 
 
 
一
般
事
務
 

・
募
集
人
数
 
若
干
名
 

・
応
募
資
格
 
 

大
卒
区
分
：
昭
和

59年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

高
卒
区
分
：
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

・
配
属
先
 
 
本
庁
又
は
事
業
所
 

・
申
込
締
切
 
６
月

14日
（
金
）
 

・
試
験
日
 
 
１
次
 
６
月

30日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
 
２
次
 
７
月

14日
（
日
）
 

・
採
用
予
定
 
令
和
元
年
８
月
以
降
 

 ＊
詳
し
く
は
試
験
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

試
験
要
項
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
‐
３
１
１
１
 

  ◎
情
報
公
開
制
度
 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成

30年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
情
報
公
開
】
 

 
《
請
求
件
数
》
０
件
 

【
任
意
的
公
開
（
簡
易
な
情
報
公
開
）】

 

 
《
公
開
件
数
》

11件
 

 ◎
個
人
情
報
保
護
制
度
 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成

30年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
請
求
公
開
】
０
件
 

 
 
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
‐
３
１
１
１
 

    

本
年

10月
の
消
費
税

10％
引
き
上
げ
が
低
所
得

者
・
子
育
て
世
帯
（
０
歳
～
２
歳
児
）
の
消
費
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
の
財
政
支
援
に
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販

売
を
行
い
ま
す
。
 

 【
購
入
対
象
者
】（
住
民
登
録
が
必
要
で
す
。）

 

①
 
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者
（
住
民
税
課
税

者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護

被
保
護
者
等
を
除
く
。）

 

注
）
住
民
税
未
申
告
者
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。
 

②
 
学
齢
３
歳
未
満
の
子
(平
成

28年
４
月
２
日
～

令
和
元
年
９
月

30日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
)が
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主
 

【
購
入
限
度
額
】
 

①
の
該
当
者
 
商
品
券
額
面
２
万
５
千
円
 

(販
売
額
２
万
円
）
 

②
の
該
当
者
 
右
記
額
面
×
３
歳
未
満
の
子
の
数
 

※
１
枚
の
額
面
は
、
利
用
し
や
す
い
額
面
を
検
討
。
 

【
商
品
券
の
販
売
と
使
用
で
き
る
店
舗
】
 

・
商
品
券
は

10月
頃
か
ら
販
売
、
使
用
期
限
は
令
和

２
年
３
月
を
予
定
。
 

・
公
募
し
た
村
内
の
店
舗
に
て
使
用
。
 

◇
詳
細
は「

村
民
だ
よ
り
」、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「

お

知
ら
せ
」
で
広
報
す
る
と
と
も
対
象
者
へ
の
通
知
文

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
所
在
地
等
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
総
務
課
企
画
政
策
室
 ２

‐
３
１
１
１
 

    

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
夏
祭
り
等
に
使
用
す
る
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
備
品
は
イ
ベ
ン
ト
協
議
会

が
管
理
し
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
返
還
祭
な

ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
村
民
だ
よ
り
１
月
号
に
て
、
宝
く
じ
の
助
成

金
を
活
用
し
た
備
品
整
備
の
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
が
、
事
業
の
主
旨
に
つ
い
て
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
が
正
し
い
と
こ
ろ
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

と
誤
っ
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
  

 
 
 ２
―
２
５
８
７
 

総
務
課
企
画
政
策
室
 
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
１
 

    
小
笠
原
小
学
校
で
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た

だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
感
想
を
賜
り
、
教
育

活
動
の
改
善
や
授
業
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

是
非
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。
 

  【
公
開
日
・
時
程
】
５
月

11日
（
土
）
授
業
公
開
 

《
１
校
時
》
午
前
８
時

25分
～
９
時

10分
 

《
２
校
時
》
午
前
９
時

20分
～

10時
５
分
 

《
３
校
時
》
午
前

10時

25分
～

11時

10分
 

避
難
訓
練
（
津
波
を
想
定
し
た
引
渡
し
訓
練
）
 

《
４
校
時
》
午
前

11時

20分
～
昼

12時
５
分
 

 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
小
学
校
 
２
‐
２
０
１
２
 

   【
日
時
】
５
月

19日
（
日
）
 

開
始
 
午
前
９
時
 
 

終
了
 
午
後
３
時

30分
（
予
定
）
 

※
雨
天
の
場
合
は
５
月

26日
（
日
）、

 

５
月

27日
（
月
）
に
順
延
 

【
場
所
】
本
校
校
庭
 

【
一
般
参
加
の
競
技
種
目
】
 

高
校
生
以
上
で
健
康
な
方
 

・
対
抗
リ
レ
ー
（
４
人
１
チ
ー
ム
）
…
３
位
ま
で
表

彰
・
賞
品
あ
り
（
男
女
別
）。

 

・
綱
引
き
（
５
人
１
チ
ー
ム
）
…
３
位
ま
で
表
彰
・

賞
品
あ
り
（
男
女
別
）。

 

《
申
込
方
法
》
 

母
島
小
中
学
校
が
全
戸
（
母
島
内
）
に
配
布
し
て

い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５
月

10

日
（
金
）
ま
で
に
、
学
校
窓
口
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
 

【
未
就
学
児
種
目
】
小
学
校
に
上
が
る
前
の
お
子
様
 

《
申
込
方
法
》
 

当
日
、
集
合
場
所
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。
 

【
注
意
事
項
】
 

・
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学

校
敷
地
内
は
禁
煙
で
す
。
 

・
競
技
中
の
け
が
は
、自
己
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
を
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
と
履
き
物（

ス
パ
イ
ク
は
禁
止
）

小
笠
原
村
職
員
募
集

 

(仮
称
)小

笠
原
村
商
品
券
の
販
売
 

に
つ
い
て
 

小
笠
原
小
学
校
 
学
校
公
開

 

母
島
小
中
学
校
 
第

45回
運
動
会

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開

 

宝
く
じ
の
助
成
金
で
イ
ベ
ン
ト
用
 

テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た

 



  NO．699   令和元（2019）年 5月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

行
政
相
談
所
の
開
設
 

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

・
天
候
な
ど
に
よ
り
、
競
技
開
始
時
間
の
変
更
や
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

母
島
小
中
学
校
 
３
‐
２
１
８
１
／
２
１
８
２
 

   【
実
施
日
程
】
５
月

22日
（
水
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
‐
７
１
７
３
‐
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
２
‐
３
１
１
３
 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
５
月

24日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
‐
３
５
９
２
‐
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
‐
３
５
８
１
‐
２
４
０
７
 

     
国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
等
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

 
た
だ
し
、
法
人
事
業
所
(株
式
会
社
や
有
限
会
社

等
)に
勤
務
し
て
い
る
場
合
、法

人
の
代
表
者
、役

員
、

全
て
の
正
社
員
は
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
法
人
事
業
所
の

方
は
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
‐
３
１
１
３
 

    平
成

30年
度
か
ら
の
国
民
健
康
 

保
険
(国
保
)制
度
改
正
に
伴
い
、
 

東
京
都
へ
国
保
事
業
費
納
付
金
の
 

納
付
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
国
保
事
業
費
の
算
出
根
拠
 

は
、
過
去
３
年
度
分
の
所
得
水
準
 

及
び
医
療
費
水
準
で
す
。
小
笠
原
 

村
の
医
療
費
は
、
都
内
区
市
町
村
 

中
１
番
低
い
で
す
が
、
１
人
当
た
 

り
の
医
療
費
を
見
る
と
、
年
々
増
 

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

 

こ
の
た
め
、
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
医
療

の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

 ○
休
日
に
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
 

な
ど
事
前
に
わ
か
る
場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診

を
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
治
療
の
前
に
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

小
笠
原
村
国
保
で
は
、

40歳
以
上
の
方
を
対
象
に

特
定
健
診
を
毎
年
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

(実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、村

民
だ
よ
り
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
) 

 
特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
方
は
、
自
分
の
体
の
状
況
の
把
握
と
病
気
予
防

の
た
め
、
必
ず
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
‐
３
１
１
３
 

    

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
４
月
か
ら
就
職
に
よ

り
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
証

の
返
却
と
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
方
は
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
医
療

保
険
は
、
自
動
的
に
は
変
更
し
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
‐
３
１
１
３
 

   

次
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。
 

〇
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
村
長
が
そ
の

活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ
の
活
動
の
た

め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の
 

〇
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、

村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
 

〇
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認
め

る
も
の
 

〇
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
者
の
方
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
 

【
申
請
期
限
】
５
月

31日
（
金
）
ま
で
 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
 

【
そ
の
他
】
減
免
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 財
政
課
税
務
係
 
 
２
‐
３
１
１
２
 

  

 
５
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
５
月

31日
(金
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
２
‐
３
１
１
２
 

    

母
島
で
は
、
４
月
６
日
か
ら
海
水
淡
水
化
装
置
を

稼
働
さ
せ
、
水
道
使
用
量
の
約
３
割
と
な
る
日
量
約

40㎥
を
補
充
し
て
い
ま
す
。
 

海
水
淡
水
化
装
置
は
稼
働
し
て
お
り
ま
す
が
、
水

不
足
が
深
刻
な
状
態
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
母
島
支
所
  

 
３
‐
２
１
１
１
 

   
毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
 

 
母
島
内
の
農
業
･漁

業
･商
工
・
観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま

す
。
 

今
年
は
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
・
販
売
、

ラ
ム
酒
の
試
飲
、亀
煮
や
島
野
菜
を
使
っ
た
パ
ス
タ
、

ソ
デ
イ
カ
を
使
っ
た
創
作
料
理
の
試
食
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
母
島
の
味
覚
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。
 

【
日
時
】
５
月

12日
（
日
）
午
前

10時
～
 

※
物
産
売
り
切
れ
次
第
終
了
 

【
場
所
】
 
母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺
 

●
問
合
せ
先
 

 
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
 

３
‐
２
１
１
１
 
 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
お
よ
び
 

加
入
に
つ
い
て
 

軽
自
動
車
税
の
減
免

 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
に
つ
い
て
 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
 

 

海
水

淡
水

化
装

置
稼

働
し

ま
し

た

（
母
島
）
 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
法
人
 

事
業
所
の
方
へ
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  出
張
期
間
：
３
月

26日
～
４
月
４
日
 

・
航
空
路
協
議
会
 

・
法
延
長
に
係
る
挨
拶
（
国
・
都
）
 

・
杉
並
区
主
催
ま
る
ご
と
小
笠
原
フ
ェ
ア
出
席
 

・
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
観
桜
会
出
席
 

 
等
 

        
東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

（
農
業
資
金
、
漁
業
資
金
、
商
工
業
資
金
、
住
宅
資

金
、
生
活
資
金
）
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
 

 
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
変
更
前

に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利
率

に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

        ●
問
合
せ
先
 

 
小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
担
当
 
２
‐
２
１
２
２
 

   

日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
道
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
等

の
国
際
人
道
法
の
精
神
に
則
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
国
の
内
外
に
お
い
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
救
援
用
資
材
や
災
害
用
車
両
等
の
配

備
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
募
集
方
法
】
 

《
父
島
》
 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸
訪
問

の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
で
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
 

《
母
島
》
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
、
村
役
場
母
島
支
所
で

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
担
当
 
２
‐
３
２
３
０
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
 
 
 
３
‐
２
１
２
１
 

村
役
場
総
務
課
総
務
係
 
 
 
 
２
‐
３
１
１
１
 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
‐
２
１
１
１
 

    ◎
小
笠
原
高
等
学
校
 
授
業
公
開
週
間
 

 【
期
間
】
５
月

13日
（
月
）
～
５
月

17日
（
金
）
 

【
時
間
】
１
時
限
目
 
午
前
８
時

20分
 
～
 
 

６
時
限
目
 
午
後
３
時

20分
終
了
 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】
 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

【
そ
の
他
】
 

 
お
車
で
の
ご
来
校
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
高
等
学
校
 
２
‐
２
３
４
２
 

   

 
本
年

10月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
消
費
税
率

の
改
定
に
伴
い
、
島
嶼
会
館
の
宿
泊
料
金
も
改
定
い

た
し
ま
す
。
現
行
の
宿
泊
料
金
に
一
律
１
０
０
円
の

ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

料
金
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10月
１
日
宿
泊
分
か

ら
適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先
 東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
 

 
 
 
 
 
 
 
０
３
‐
３
４
３
２
‐
４
９
６
１
 

     ◎
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

 
小
笠
原
警
察
署
で
は
、「

飲
酒
運
転
の
根
絶
」、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹

底
」、「

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
テ
ー

マ
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。
 

 
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
飲
酒
運
転
の
取
締
り
等
を
強

化
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
期
間
】
５
月

11日
（
土
）
～

20日
（
月
）
 

◎
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

【
日
時
】
５
月

12日
（
日
）
 

午
前

10時
～
正
午
 

（
雨
天
中
止
）
 

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園
 

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等
 

 
 
 
 
（
写
真
撮
影
で
き
ま
す
。）

 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催
 

【
日
時
】
５
月

17日
（
金
）
午
後
６
時

30分
～
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室
 

【
内
容
】
交
通
安
全
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
小
笠
原
警
察
署
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
２
１
１
０
 

（
母
島
交
通
安
全
講
習
会
に
つ
い
て
）
 

 
母
島
駐
在
所
 
 
 
 
 
 
 
 
３
‐
２
１
１
０
 

   【
日
時
】
５
月

22日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

離
職
、
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

 ※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
 
２
‐
２
１
０
２
 

       
 

30歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
い

■変更後の宿泊料金（島民料金）

2人宿泊 3人宿泊 4人宿泊

（1人に付） （1人に付） （1人に付）

洋室シングル

（15.0㎡／Ｅ18.0㎡）

洋室ツイン・ユニバーサル

（22.0㎡／28.2㎡）

1人宿泊

6,100円

5,600円

6,000円 4,400円

和室（16.8㎡）

和室（22.0㎡） 5,600円

＊消費税１０％を含む

4,400円

5,500円 4,900円

5,000円

 
東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建

資
金
貸
付
利
率
の
改
正
 

 
小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

  
消
費
税
率
改
定
に
伴
う
島
嶼
会
館

の
料
金
改
定
に
つ
い
て
 

 
小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

 
日
本
赤
十
字
社
 
会
費
募
集
 

 

 
母
島
巡
回
労
働
相
談
 

 

村
長
出
張
報
告
 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
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講
演
会
の
お
知
ら
せ
 

（
母
島
・
父
島
）
 

た
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
 

 
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
 

が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
受
診
さ
れ
た
方

は
、

11月
頃
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」

に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
検
診
内
容
は
同

じ
）・
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
及
び
視
触
診
を
実

施
）
を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
 

【
発
行
対
象
者
】
 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る

30歳
以
上
の
女
性
 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】
 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（
内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル
ポ

ス
コ
ー
プ
診
及
び
エ
コ
ー
）
 

・
乳
が
ん
検
診
用（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触
診
）
 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】
 

医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
 

千
代
田
区
飯
田
橋
３
-６
-５（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
） 

【
受
診
で
き
る
期
間
】
 

 
令
和
２
年
３
月

31日
ま
で
 

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。
 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
 

【
申
込
み
先
】
 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
 

《
母
島
》
母
島
支
所
 

【
申
し
込
み
期
間
】
令
和
２
年
２
月

28日
ま
で
 

 
●
問
合
せ
先
 

 
 
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
 
 
２
‐
３
９
３
９
 

   【
講
演
会
の
内
容
】
 

『
口
腔
機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
て
～
い
つ
ま
で
も
美

味
し
く
食
べ
よ
う
！
』
 

◎
母
島
 

【
日
時
】
５
月

18日
（
土
）
 

午
後
６
時
～
午
後
７
時
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

◎
父
島
 

【
日
時
】
５
月

20日
（
月
）
 

午
後
６
時
～
午
後
７
時

30分
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

 ※
講
師
：
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
、

歯
科
衛
生
士
 
白
部
麻
樹
氏
 

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
：
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

 

 
 

 

 

５
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】《

日
時
》
５
月
９
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】《

日
時
》
５
月
９
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

※
そ
の
他
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

村
民
課
 
福
祉
係
 
 
２
‐
３
９
３
９
 

 
 
 
 
母
島
支
所
 
 
 
 
 
３
‐
２
１
１
１
 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
 
５
月

16日
（
木
）
 

受
付
時
間
 
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

 
 
 
 
場
所
 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
‐
３
９
３
９
 

    
お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児
 

【
母
島
】
日
時
 
５
月

14日
（
火
）
 

受
付
時
間
 
午
前

10時
～

10時

30分
 

 
 
 
 
場
所
 
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
３
‐
２
１
１
１
 

   

今
年
度
も
親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

【
父
島
】
日
時
 
５
月
９
日
（
木
）
 

午
前
９
時

30分
～

10時

30分
 

（
全
て
親
子
ヨ
ガ
）
 

対
象
：
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

午
前

10時

45分
～

11時

45分
 

（
前
半
親
子
ヨ
ガ
・
後
半
親
ヨ
ガ
）
 

対
象
：
お
座
り
が
出
来
る
お
子
様
と
保
護
者
 

場
所
 
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装
 

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
福
祉
係
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
３
９
３
９
 

    ※
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
村
民
だ
よ
り
も
し
く
は
島
内
掲
示
板

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 

                 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
‐
３
９
３
９
 

     【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
５
月

10日
（
金
）
午
後
の
み
 

５
月

11日
(土
)～

５
月

13日
(月
) 

午
前
・
午
後
 

２
０
１
９
年
度
 

父
島
育
児
学
級
 
年
間
予
定
表

 

育
児
学
級
（
親
子
ヨ
ガ
教
室
）
父
島
 

定
期
予
防
接
種
 

眼
科
専
門
診
療
 

母
島
乳
幼
児
計
測
会
 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
）
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【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
５
月
７
日
（
火
）
午
後
の
み
 

５
月
８
日
(水
)午

前
・
午
後
 

 
 
 
 
５
月
９
日
(木
)午

前
の
み
 

(※
９
日
の
み

10時
で
受
付
終
了
) 

【
受
付
時
間
】
 

《
午
前
》
８
時

30分
～

11時
 

《
午
後
》
１
時

30分
～
３
時

30分
 

※
新
規
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
は
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
バ
イ
ク
・
車
で
の
ご
来
院
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
‐
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
‐
２
１
１
５
 

   【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
５
月

26日
（
日
）
～
５
月

27日
（
月
）

午
前
・
午
後
 

 
 
 
 
５
月

28日
(火
)午

後
の
み
 

５
月

29日
(水
)午

前
・
午
後
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
６
月
１
日
（
土
）
～
６
月
２
日
(日
) 

午
前
・
午
後
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
‐
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
‐
２
１
１
５
 

   ◎
５
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                ◎
夏
期
乗
船
券
の
村
民
優
先
発
売
に
つ
い
て
 

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
ご
購
入
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
民
の
皆
さ
ま
限
定
で
下
の
表
の
と
お
り
優
先
発

売
を
承
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

            
 
 

     

 

 ※

1父
島
営
業
所
お
よ
び
母
島
農
協
で
の
予
約
に

限
り
ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
不
可
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
父
島
営
業
所
 
２
‐
２
１
１
１
 

 
 
母
島
農
協
 
 
３
‐
２
３
３
１
 

     

 小
笠
原
村
観
光
局
で
は
島
民
や
元
島
民
、
小
笠
原

来
島
者
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）、

小
笠
原
フ
ァ
ン
を
対
象
に

「
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

主
な
活
動
と
し
て
は
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
で
小
笠
原

の
現
地
情
報
を
発
信
し
て
も
ら
っ
た
り
、
内
地
に
行

っ
た
際
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
な
ど
を
活
用
し
て
、
島

の
魅
力
を
友
人
・
知
人
に
届
け
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
登
録
い
た
だ
け
れ
ば
、
限
定
の

モ
ニ
タ
ー
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
優
先
的
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
先
着
１
０

０
名
様
に
３
種
類
か
ら
選
べ
る「
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

         詳
細
・
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

https://forms.gle/nYRJ4jRsnW7bncPW8 

 ●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
村
観
光
局
 

０
３
‐
５
７
７
６
‐
２
４
２
２
 

tokyo@visitogasawara.com 

    

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。
 

 
 

実
施
日
時
及
び
講
習
予
定
 

第
１
回
 
５
月

30日
（
木
）
 

午
後
７
時
半
か
ら
８
時
半
 

踊
り
の
説
明
と
ウ
ラ
メ
 

第
２
回
 
５
月

31日
（
金
）
 

午
後
７
時
半
か
ら
８
時
半
 

ウ
ラ
メ
の
復
習
と
夜
明
け
前
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,794 等級 大人 小人

49,330 42,210 24,670 (+156) 4,350 2,180

(+730) (+630) (+370) 14,704 (+470) (+240)

35,630 28,510 17,820 (+146) 5,220 2,610

(+530) (+430) (+270) 13,526 (+560) (+280)

26,850 21,480 13,430 (+134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+400) (+320) (+200) 1,583

23,560 18,850 11,780 (+16)

(+350) (+280) (+170) 1,178 8,891

等級 村民 村民小人 身障者 (+12) (+597)

40,430 20,220 24,670 8,336

(+600) (+300) (+370) (+560)

26,730 13,370 17,820 7,781

(+400) (+200) (+270) (+523)

20,140 10,070 13,430 891

(+300) (+150) (+200) (+60)

17,670 8,840 11,780 671

(+260) (+130) (+170) (+45)

小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

5月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療
 

 
小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 
南
洋
踊
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

 
 
『
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
募
集
 

 
 
先
着
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
を
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
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第
３
回
 
６
月
６
日
（
木
）
 

午
後
７
時
半
か
ら
８
時
半
 

夜
明
け
前
の
復
習
と
ウ
ワ
ド
ロ
 

第
４
回
 
６
月

13日
（
木
）
 

午
後
７
時
半
か
ら
８
時
半
 

ウ
ワ
ド
ロ
の
復
習
と
ギ
ダ
イ
、
総
合
練
習
 

 会
場
 
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
 

申
込
 
当
日
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
 

第
２
回
以
降
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
南
洋
踊
り
保
存
会
 

担
当
 
渋
谷
 
２
‐
３
３
５
４
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      【
世
界
自
然
遺
産
 小

笠
原
の
価
値
】
 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
遺
跡
、景
観
、自
然
な
ど
で
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共

通
の
宝
物
で
す
。
 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
独
自
の
「
生
態
系
」

が
、
生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本
（
特
に
カ

タ
ツ
ム
リ
や
植
物
）
と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持

つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成

23年
６
月
、
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】
 

小
笠
原
在
来
の
生
き
も
の
は
外
来
種
の
影
響
に
よ

る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、
こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
を

守
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
同
機
関
の
取
組
に
限
ら
ず
、
村
民
の
皆

さ
ま
に
も
、
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

【
内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】
 

○
小
笠
原
の
自
然
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な

い
植
物
や
動
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
付
き
の
苗

を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
靴
底
に
泥
が
つ

い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
と
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
父
島
及
び
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

生
息
地
域
（
沖
縄
・
九
州
か
ら
関
東
の
太
平
洋
側
を

中
心
と
し
た
地
域
）
か
ら
、
母
島
に
持
ち
込
む
こ
と

は
、
村
の
「
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条
例
」
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

【
他
の
島
に
行
く
と
き
は
】
 

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ

ム
シ
と
い
う
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
固
有

の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫

類
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が

父
島
・
母
島
・
兄
島
か
ら
他
の
島
へ
侵
入
・
拡
散
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
 

○
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に

落
と
し
て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
の
中
な
ど
に
生
き
も
の
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
発
前

に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
と
は
】
 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、

飼
い
主
か
ら
離
れ
野
生
に
放
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
人

へ
の
危
害
や
生
活
環
境
・
生
態
系
へ
の
悪
影
響
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
 

○
イ
ヌ
・
ネ
コ
は
役
場
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
適
正
な
頭
数
で
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
い
ま
し

ょ
う
。
 

○
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
、
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

○
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
室
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

○
移
動
や
散
歩
の
際
は
、
リ
ー
ド
・
ケ
ー
ジ
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し

つ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

○
動
物
に
限
ら
ず
植
木
・
水
草
な
ど
も
野
外
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 
 
２
‐
３
１
１
１
 

  【
休
診
日
】
５
月

13日
（
月
）
～

24日
（
金
）
 

※
診
療
は
５
月

27日
（
月
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。
 

※
同
室
で
は
、
野
生
動
物
の
治
療
も
行
う
た
め
、
緊

急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方
に

は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た
だ

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 

 
２
‐
３
１
１
１
 

     
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
の
動
物
対
処
室
に
お
い
て
、

動
物
看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
村

役
場
環
境
課
又
は
支
所
で
配
布
し
て
い
る
公
募
要
項

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
仕
事
内
容
】
 

・
保
護
さ
れ
た
野
生
動
物
の
看
護
補
助
及
び
愛
玩
動

物
の
診
療
補
助
 

・
関
連
事
務
・
施
設
清
掃
 
な
ど
 

※
動
物
看
護
の
経
験
に
加
え
、
野
生
動
物
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
タ
ー
を
目
指
す
方
、
野
生
動
物
に
関
わ
っ
た
経

験
の
あ
る
方
、や

る
気
の
あ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

【
給
与
等
】
高
卒
程
度
初
任
給
 

 
約
１
４
６
，
０
０
０
円
～
 

大
卒
（
４
年
）
程
度
初
任
給
 

 
約
１
７
８
，
０
０
０
円
 
ほ
か
 

【
応
募
資
格
・
方
法
】
公
募
要
項
で
応
募
資
格
を
ご

確
認
の
う
え
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
論

文
（
公
募
要
項
参
照
）
と
と
も
に
同
所
に
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
応
募
締
切
】
５
月
７
日
ま
で
 

【
選
考
方
法
】
面
接
 
５
月

18日
（
土
）
 

又
は

19日
（
日
）
 

●
問
合
せ
・
応
募
先
 
環
境
課
環
境
係
 

（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 
２
‐
３
１
１
１
 

      ５
月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
、
 

観
光
船
の
入
港
日
～
出
港
日
 

４
月

28日
～
５
月

14日
毎
日
開
館
。
 

開
館
時
間
 
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
夜
間
～
午
後
９
時
）
 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
ク
ジ
ラ
展
～
骨
か
ら
わ
か
る
ク
ジ
ラ
の
こ
と
」
 

５
月

14日
(火
)ま

で
開
催
 

 
実
物
大
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
展
示
や
、
マ
ダ
ラ
イ

ル
カ
の
全
身
骨
格
標
本
な
ど
か
ら
鯨
類
を
見
て
み
る

展
示
で
す
。
 

■
新
館
 
 

 「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い
た

キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

 
父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
‐
３
０
０
１
 

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
 

な
ら
れ
た
方
々
へ
 

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診
 

 

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

動
物
対
処
室
 
任
期
付
き
職
員
 

（
動
物
看
護
師
）
募
集
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東
京
都
で
は
、
聟
島
列
島
に
お
い
て
「
ア
ホ
ウ
ド

リ
の
保
護
増
殖
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事

業
に
関
す
る
報
告
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
 

【
日
時
】
５
月

13日
（
月
）
午
後
７
時
～
（
１
時
間

程
度
）
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

【
内
容
】
聟
島
に
お
け
る
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
現
状
に
つ

い
て
 

●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 

２
‐
２
１
６
７
 

   

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
、
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
地
面
で
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
そ
の
ヒ
ナ
は
迷
子
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
は
親
鳥
が
い
て
、
餌
を

与
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ナ
は
独
り
立
ち
の
準
備
を
し
て

い
る
の
で
す
。
 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ヒ
ナ
を
拾

っ
て
保
護
し
な
い
で
下
さ
い
。
間
違
っ
て
保
護
し
て

し
ま
う
と
、
親
鳥
の
元
に
返
せ
な
く
な
り
、
野
生
の

世
界
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
「
放
っ
て
お
け
な
い
」

と
判
断
し
た
場
合
は
、
支
庁
産
業
課
、
あ
る
い
は
次

の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

父
島
：
ア
イ
ボ
レ
ス
キ
ュ
ー
（
父
島
）
 

０
８
０
-２

０
３
５
-８

０
７
８
 

母
島
：（
平
日
）
母
島
観
光
協
会
 

３
-２

３
０
０
 

（
休
日
等
）
ア
イ
ボ
レ
ス
キ
ュ
ー
 

 ０
８
０
-８

４
９
７
-３

７
６
４
 

 

  

小
笠
原
で
は
釣
り
を
楽
し
む
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
テ
グ
ス
は
釣
り
の
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
。
 

し
か
し
そ
ん
な
テ
グ
ス
が
、
鳥
に
と
っ
て
危
険
な

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
て
ポ
イ
捨
て

し
た
り
、
岩
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
た
テ
グ
ス
を
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
で
、
鳥
の
体
に
絡
ま
っ
た
り
、

エ
サ
と
間
違
え
て
針
を
飲
み
込
む
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
絡
ま
っ
た
部
分
が
締
め
付
け
ら
れ
、
足
や
翼

が
腐
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
、
釣
り
を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
使
い
終

わ
っ
た
テ
グ
ス
は
必
ず
家
に
持
ち
帰
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
支
庁
産
業
課
 ２

‐
２
１
２
５
 

     ◎
ア
カ
ポ
ッ
ポ
と
の
事
故
に
ご
注
意
 

 
か
つ
て
は
幻
の
鳥
と
も
言
わ
れ
た
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
は
、
近
年
で
は
街
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、「
ア
カ
ポ
ッ
ポ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
普
段
は
の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
が
、
低

空
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
行
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

若
い
個
体
が
餌
を
求
め
て
集
落
に
出
て
く
る
こ
と
が

多
く
、
ガ
ラ
ス
の
存
在
や
車
の
出
現
を
予
測
で
き
ず

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
次
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
車
を
運
転
す
る
方
は
、
特
に
早
朝
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
緩
め
て「
思
い
や
り
運
転
」を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
外
の
風
景
が
写
り
込
む
ガ
ラ
ス
窓
は
、
鳥
が
気
づ

か
ず
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
カ

ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
覆
っ
た
り
、
バ
ー
ド
セ
イ

バ
ー
（
鳥
の
シ
ー
ル
：
遺
産
セ
ン
タ
ー
や
支
庁
産
業

課
で
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
）
を
貼
る
な
ど
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
飼
い
ネ
コ
の
室
内
飼
養
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
ネ

コ
は
動
く
も
の
に
反
応
す
る
た
め
）。

 

◎
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
こ
と
 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
小
笠
原
唯
一
の
固

有
の
ほ
乳
類
で
す
。
夜
行
性
の
た
め
、
昼
間
は
仲
間

同
士
で
木
に
団
子
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
ぶ
ら
下
が

っ
て
休
ん
で
お
り
、
夕
方
に
な
る
と
空
を
舞
う
姿
を

見
か
け
ま
す
。
コ
ウ
モ
リ
を
観
察
す
る
と
き
は
、
大

き
な
物
音
を
た
て
な
い
、
強
い
光
を
当
て
な
い
、
餌

付
け
は
絶
対
に
し
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
 

ま
た
、
こ
の
コ
ウ
モ
リ
は
、
マ
ン
ゴ
ー
の
果
実
や

レ
モ
ン
の
葉
な
ど
を
食
べ
る
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ッ
ド
」

の
仲
間
で
す
。
農
地
や
集
落
の
果
実
等
に
引
き
寄
せ

ら
れ
て
や
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
キ
ュ

ウ
リ
ネ
ッ
ト
に
絡
ま
る
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
コ

ウ
モ
リ
の
翼
は
薄
い
た
め
、
ネ
ッ
ト
に
絡
ま
っ
て
ケ

ガ
を
し
た
り
、
そ
の
間
に
脱
水
症
状
等
で
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
物
の
保
護
や
つ
る
植
物

の
誘
引
を
す
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
際
は
、
コ
ウ

モ
リ
が
絡
ま
り
に
く
い
素
材
を
選
ぶ
、ピ

ン
と
張
る
、

ハ
ウ
ス
に
入
り
込
む
隙
間
を
作
ら
な
い
な
ど
の
工
夫

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
皆
さ
ま
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
に
よ
り
、
小
笠

原
の
貴
重
な
生
き
物
達
と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 
 

２
‐
７
１
７
４
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
 
 
 
 
 
 
２
‐
２
１
２
５
 

小
笠
原
村
環
境
課
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
３
１
１
１
 

 
 
 
 
 
 

  

 次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
次
の
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。
 

※
①
、
②
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

●
父
島
会
場
 

【
日
時
】
５
月

17日
（
金
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

●
母
島
会
場
 

【
日
時
】
５
月

23日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先
 

 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

‐
３
４
０
３
 

 小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
‐
２
１
０
３
 

身
近
に
な
っ
て
き
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
と

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
 

と
の
付
き
合
い
方
 

 
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
 

 
ア
ホ
ウ
ド
リ
事
業
報
告
会
 

に
つ
い
て
 

 

 
国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

 
テ
グ
ス
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の
２
１
６
 

 ―
産
卵
シ
ー
ズ
ン
は
じ
ま
り
ま
す
―
 

今
シ
ー
ズ
ン
の
ウ
ミ
ガ
メ
漁
は
３
月
初
旬
の
水
揚

げ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
い
よ
い
よ
終
盤
を
迎
え
て
い

ま
す
。
繁
殖
期
で
あ
る
春
や
産
卵
期
の
夏
は
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
時
に
、
海
の
中
で
大

き
な
成
熟
ガ
メ
を
見
る
機
会
も
多
く
、
そ
ん
な
カ
メ

に
出
会
う
と
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
「
う
わ
ぁ
、
お
っ

き
い
な
ぁ
。」と

、雄
大
さ
に
感
動
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
然
り
、
ク
ジ
ラ
然
り
、
大
き
い
生
物
っ
て

な
ぜ
だ
か
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
ま
す
よ
ね
。
 

現
存
す
る
最
大
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
オ
サ
ガ
メ
と
い

う
種
類
で
、
そ
の
体
長
は
大
き
な
個
体
で
約
２
メ
ー

ト
ル
、重

さ
１
ト
ン
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

オ
サ
ガ
メ
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
含
む
他
の
ウ
ミ
ガ

メ
科
に
属
す
る
６
種
類
の
ウ
ミ
ガ
メ
と
異
な
り
、
オ

サ
ガ
メ
科
オ
サ
ガ
メ
属
と
い
う
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
特
徴
的
な
種
類
で
、
真
っ
黒
な
体
に
鉤
の

よ
う
な
嘴
を
持
ち
、
甲
羅
の
代
わ
り
に
鱗
に
覆
わ
れ

た
弾
力
性
の
あ
る
柔
ら
か
な
背
中
を
持
っ
て
い
ま
す
。

２
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ミ
ガ
メ
と
聞
く
と
、
と
て
つ
も
な

く
大
き
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
上
に
は
上
が
存

在
し
、
恐
竜
の
時
代
で
あ
る
白
亜
紀
後
期
に
は
、
今

ま
で
地
球
上
で
存
在
し
た
中
で
最
大
の
ウ
ミ
ガ
メ

『
ア
ー
ケ
ロ
ン
（
ア
ル
ケ
ロ
ン
）』

と
い
う
種
類
が
生

息
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ケ
ロ

ン
は
全
長
約
４
メ
ー
ト
ル
、体

重
お
よ
そ
２
ト
ン
と
、

オ
サ
ガ
メ
の
約
２
倍
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

小
笠
原
に
産
卵
に
来
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
２
０
０
キ

ロ
を
超
え
る
と
、「

で
・
・
・
で
か
い
・
・
・（
ポ
カ

ー
ン
）」

と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
ア
ー
ケ
ロ
ン
の
規
格

外
な
大
き
さ
が
想
像
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
す
で
に
絶
滅
し
て
い
る
た
め
、
生
き
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と
は
も
う
で
き
ま
せ
ん
。
 

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
７
種
の
う
ち
、

６
種
類
が
絶
滅
危
惧
種
で
あ
り
、
小
笠
原
に
産
卵
に

来
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
も
絶
滅
危
惧
種
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
、
小
笠
原
諸
島
は
食
用
と
し

て
ウ
ミ
ガ
メ
を
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

産
卵
巣
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
世
界
的
に
見
て
も
希

有
な
場
所
で
す
。
人
の
せ
い
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
絶
滅
に

追
い
込
ま
ぬ
よ
う
に
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
保
全

と
利
用
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に
、
小
笠
原
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
は
調
査
研
究
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
島

民
の
み
な
さ
ま
も
引
き
続
き
、
産
卵
観
察
時
は
ル
ー

ル
を
守
る
等
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
全
の
た
め
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

 【
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
見
学
時
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
】 

・
ラ
イ
ト
は
自
分
の
足
元
の
み
を
照
ら
す
 

 
→
母
ガ
メ
を
明
り
で
照
ら
す
と
、
産
卵
せ
ず
海
へ

帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
写
真
撮
影
時
の

フ
ラ
ッ
シ
ュ
も
同
様
で
す
。
 

・
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
掛
け
な
い
 

 
→
ウ
ミ
ガ
メ
の
視
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
動
か

ず
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
、
少
し
離
れ
て
後
ろ
か
ら

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
ウ
ミ
ガ
メ
（
卵
含
む
）
に
は
触
ら
な
い
 

 
→
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
れ
る
に
は
特
別
な
許
可
が
必
要

で
す
。
 

 ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月

1回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
‐
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net   

 

「
平
成
と
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
 

 

30年
余
り
慣
れ
親
し
ん
だ
「
平
成
」
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
と
い
え
ば
、
実
は
、
小
笠

原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
が
設

立
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
今
年
で

30

歳
を
迎
え
た
の
で
す
。
 

１
９
８
８
年
４
月
、
母
島
で
日
本
国
内
に
お
け
る

初
め
て
の
商
業
的
な
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
Ｗ

Ｗ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
小
笠
原
諸
島
返
還

20周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
し
た
が
、
以
後
本
格
的
に
Ｗ
Ｗ
を
事
業
化
す
る
に

あ
た
り
、
ク
ジ
ラ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
べ
く
Ｗ
Ｗ
の
際
の
自
主
規
制
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
運
用
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
翌
年
Ｏ

Ｗ
Ａ
が
設
立
さ
れ
た
の
で
し
た
。
 

Ｗ
Ｗ
の
幕
開
け
か
ら

30年
経
過
し
た
現
在
、
Ｗ
Ｗ

産
業
は
小
笠
原
の
観
光
業
を
支
え
る
大
黒
柱
と
言
え

る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。
世
界
的
に
も
Ｗ
Ｗ
へ
の

参
加
人
口
は
増
え
て
お
り
、
２
０
１
１
年
時
点
で
年

間
１
５
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｗ
の
人

気
が
増
え
る
昨
今
、
私
共
も
よ
り
一
層
多
く
の
皆
様

に
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
ク
ジ
ラ
に
も
人
に
も
優
し
い
Ｗ

Ｗ
を
心
掛
け
る
べ
く
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
３
０
年
間
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、

Ｏ
Ｗ
Ａ
設
立

30周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
度
に

実
施
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
日
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
３
２
１
５
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
四
十
九
貝
「
気
が
つ
け
ば
君
が
い
る
」
 

  聟
島
列
島
の
嫁
島
を
眺
め
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
平
坦
な
島
で
木
々
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
部
分

が
草
原
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
ノ
ヤ
ギ

に
蹂
躙
さ
れ
た
結
果
だ
。
記
録
さ
れ
て
い
る
マ
イ
マ

イ
は
、
ノ
ミ
ガ
イ
や
ス
ナ
ガ
イ
と
い
っ
た
、
タ
コ
ノ

キ
一
本
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
微
小
貝
４
種

の
み
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
三
十
年
は
そ
の
よ
う
な

状
態
だ
っ
た
。
 

そ
ん
な
嫁
島
で
今
冬
、
初
記
録
と
な
る
オ
ガ
サ
ワ

ラ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
の
仲
間
が
見
つ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く

隣
の
媒
島
に
生
息
し
て
い
る
マ
キ
ス
ジ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ

と
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
海
鳥
に
で
も
付
着
し
て
渡
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
微
小
貝
よ
り
も
ひ
と
回
り
大

き
い
５
ミ
リ
程
度
の
小
型
種
だ
が
、
地
上
性
で
ま
と

ま
っ
た
落
ち
葉
を
必
要
と
す
る
。
そ
う
、
つ
ま
り
微

小
貝
以
外
の
マ
イ
マ
イ
が
生
息
で
き
る
だ
け
の
植
生

が
回
復
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
 

見
つ
か
っ
た
の
は
、
ま
だ
林
と
は
呼
べ
な
い
テ
リ

ハ
ボ
ク
の
小
さ
な
茂
み
だ
っ
た
が
、
小
笠
原
本
来
の

生
態
系
の
一
員
、
分
解
者
で
あ
る
マ
イ
マ
イ
が
参
入

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
嫁
島
の
自
然
再
生
に
と

っ
て
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
勿
論
、
ま
だ
小
さ
な
集

団
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
攪
乱
で
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
嫁
島
が
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
の
か
楽
し
み
だ
。
 

            【
文
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
母
島
事

務
室
 
和
田
慎
一
郎
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
【
参
照
】

小
笠
原
支
庁
「
平
成
三
十
年
度
聟
島
列
島
植
生
回
復

調
査
委
託
」
報
告
書
 



  NO．699   令和元（2019）年 5月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-10- 

 

  

 

 
 

                        

 

       

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村民課福祉係 — 

—  第２３１号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

 毎月、22 日は「禁煙の日」と制定されているのをご存知でしたか？「タバコをやめようかな・・・」とも思うけど、

「禁煙なんていつでもできる」と楽観していませんか？現在、タバコを吸っている人のうち、およそ３人に１人が「タ

バコをやめたい」と思っています１）。ところがタバコを吸う人の割合は、ここ数年横ばいです１）。つまり、タバコをや

めたいとは思っていても、禁煙に成功している人は多くないということです。では、どうしてやめられないのでしょう

か？その原因と禁煙を成功させる方法についてご紹介します！！ １）厚生労働省：平成 29 年国民健康・栄養調査結果の概要 

なぜ、タバコがやめられない？ 

 タバコがやめられないのは、ニコチン依存症が原因！ 

クジラ：軽いタバコであれば、健康への害は少ないと思っていたけど、そうではないんだね。 

保健師：そうなんです。ちなみに、タバコの銘柄に「マイルド」「ライト」といった名称がついていま

すが、これはあくまでもタバコの味をイメージしたものであり、決して「体にやさしい」とい

った意味ではありません。健康のために、思い切って禁煙することを考えてみませんか？ 

 

 

 

タバコがやめられないのは、自分の意思が弱いからでしょうか？いいえ、実はニコチンのもつ依存性が原因なので

す。どのようにしてニコチン依存症になるのでしょうか？ 

 

脳には、ニコチンが結

合すると快感が生じ

る受容体があります。 

 

タバコを吸うと、ニコ

チンが肺から血中に入

り、すぐに脳に達しま

す。 

ニコチンが受容体に

結合すると、快感を生

じさせる物質(ドパミ

ン)が放出されます。 

ドパミンが放出されると快感

が生じます。イライラなどの離

脱症状を避ける 

ため、喫煙を 

やめられなく 

なります。 

 
 

 

 
 

離脱症状とは：とてもタバコが吸いたい、落ち着かない、食欲が増す、イライラ、寝つきが悪い、不安を感じる etc 

 

 

 

軽いタバコでも中身は同じ！！ 

タバコの空気穴 

 
軽いタバコは

空気穴が多い 

軽いタバコ      ふつうのタバコ      

 

 

吸う時には、

指や唇でふさ

がってしまう 

フィルター部分に空気穴を多くしたり、空気を通す巻紙を

使うなどして、吸い込むニコチンやタールの量を薄めてい

ます。しかし、実際にはタバコを吸うときに、指で空気穴

をふさいでしまっているので、ふつうのタバコを吸って

いるのと何らかわりません。 

タバコを吸いたくなるきっかけに注意！ 

・コーヒー(紅茶や緑茶などに代えてみる) 

・食後(すぐに歯を磨くなど別の行動を取る) 

・タバコやライターなどの喫煙具(禁煙開始前に処分) 

・お酒の席(周囲に禁煙していることを伝える、喫煙者か

ら離れた席に座る) 

喫煙の代わりに他の行動を

実行する！ 

・冷水、炭酸水、熱いお茶を飲む 

・野菜スティックや細切り昆布

などを噛む 

・ノンシュガーのガムや飴を口

にする 

・深呼吸をする 

・ストレッチや体操をする 

医師に相談をす

る！ 

「やめたいのにや

められない。どうし

たら・・」 

診療所医師に相談

をしてみましょう。 

 禁煙を成功させる方法 
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父島の西町～奥村地区では、以前のようなイエシロアリの羽アリの大発生を見かけなくなりました。これは２０年来の各家庭や事業

所での努力と、継続して地道に行ってきた駆除作業による成果です。しかし周囲の山林にはまだ多くのイエシロアリが生息しており、

手をゆるめれば数年のうちに元の状態に戻ってしまいます。父島では「人とイエシロアリの住み分け」方針に基づき、また母島ではイ

エシロアリの根絶を目指して引き続き対策を講じていく必要があります。平成２３年度には【シロアリ対策連絡・調整会議】が発足し、

国と東京都と小笠原村で情報を共有しながら、総合的なシロアリ対策について継続して検討を行っています。 

 

 
[シロアリの種類と生態] 

日本には２０種類ほどのシロアリがいます。おもに森林に生息

して枯れ木や落ち葉を食べ、物質循環に大きな役割を果たす昆虫

ですが、そのうちの数種類が、建物や財産にまで被害を与えます。 

小笠原で多く発生しているのは、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）

の「世界の侵略的外来種ワースト１００」にも挙げられているイ

エシロアリという種類で、他にダイコクシロアリやヤマトシロア

リも小集団ながら各所で生息が確認されています。 

なお、父島と母島のイエシロアリの遺伝子解析を行ったところ、

アメリカを中心に生息しているタイプと同じであることが分かっ

たため、戦後に米軍の物資と一緒に持ち込まれたことが強く裏付

けられました。 

[イエシロアリの巣の形成と活動] 

地上におりた羽アリは、オスがメスに誘引されて連なって歩き、

新しい住み家を探します。安全な場所にたどり着くと、交尾して

数日後に産卵を始めます。このペアが王と女王になり数年のうち

に数を増やして、大きい巣では直径１ｍ、巣内の虫の数は１００

万匹にまで達することもあります。 

巣内の９０～９５％は職蟻という白く小さな虫です。職蟻が木

に含まれる成分を食べて栄養をとり、それを幼虫や王、女王に渡

しています。巣から７０ｍ程度の範囲まで広く餌を探し、建物に

侵入すると大きな被害を与えます。目が退化していて見えず、木

材のほか革製品、紙、布、ゴム、ケーブルや断熱材など触れたも

のは何でもかじってしまいます。 

巣内には他に、兵蟻と呼ばれる牙のような大あごをもった虫が

２～３％おり、巣や飛び立つ羽アリの警備をしています。 

 [羽アリはなぜ飛ぶ？] 

羽アリが飛ぶのは、婚姻のためです。イエシロアリの羽アリは

主に５～６月の夕暮れ時に、温度や湿度などの気象条件が整うと

一斉に飛び立ちます。光に集まる習性があり、小さな隙間からで

も建物内に侵入し不快感をもたらします。十数分飛ぶと羽を落と

して地上におりますが、元の巣に帰ることは許されず、カエルや

ヤモリ、クモ、アリなどに捕食され大半が死んでしまいます。羽

アリの数は巣内の２％程度で、飛び立って別の巣を作るのはその

うちの１％に満たないと言われています。 

[シロアリの駆除] 

発見した場所に薬剤をかけるだけでは、表面的なイエシロアリ

の駆除しかできません。巣は周辺に薬剤を撒いたとしても内部ま

で届かないほど精巧で複雑にできており、完全に駆除するために

は、巣そのものを摘出するか薬剤効果が巣の内部まで届くような

処理が必要です。 

シロアリは種類によって生態、巣の場所や形、駆除方法が異な

ります。薬剤の誤った使用は周辺環境にも影響を与えますので、

生態や駆除方法などを熟知した信頼できる専門業者に駆除を依頼

しましょう。 

  シ ロ ア リ 特 集 

[シロアリ対策奨励金] 

小笠原村では個人所有家屋の防蟻処理に対して、一定条件のも

と奨励金を交付しています。ご自分の財産を守るためにも奨励金

制度を活用して防蟻処理を行ってください。 

対象となる家屋、防蟻処理業者など、交付要件についてはお問

い合わせください。 

●問合せ先 建設水道課2-3115 母島支所3-2111 

[母島のシロアリ対策] 

北部の猪熊谷トンネル～北港・東港と集落周辺の蝙蝠谷～元

地・静沢のエリアでは、イエシロアリの羽アリを確認しているた

めシロアリ対策事業においてこれらの地域の羽アリの群飛調査

や山中での探査・駆除を行い、母島からの根絶を目指して生息密

度の低減に努めています。 

なお小笠原村のシロアリ対策事業では、元地でのイエシロアリ

の羽アリを平成２３年に初めて確認して以来、蝙蝠谷を中心に東

京都と小笠原村による緊急対策を実施しています。 

この対策の成果により羽アリの確認数は平成２５年をピーク

に平成２７年から２９年は小規模で推移していますが平成３０

年は群飛範囲と群飛数が拡大しているので、引続き最重点地とし

て監視と駆除を行っていきます。 

[シロアリ条例] 

平成１０年３月に施行し、「何人もイエシロアリ等を母島へ持

ち込んではならない」と定められています。父島および他のイエ

シロアリ生息域（主に沖縄・九州～関東にかけての太平洋側を中

心とした地域）からの苗木や樹木、材木などの輸送や持込みは原

則禁止となっています。その他の貨物についても母島に持ち込む

際にイエシロアリが付着していないかをよく点検してください。 

[シロアリ対策事業] 

小笠原村では年に４回、集落周辺の山中を中心にイエシロアリ

やヤマトシロアリを探査・駆除している他、シロアリ防除施工士

による家屋点検やシロアリの相談受付を無料で行っております。 

なお家屋点検や相談は事前に申込みが必要となります（点検

後、家屋の駆除作業や防蟻処理を行う場合には、専門業者によ

り有料施工となります。）。 

【申込期間】５月２０日（月）～６月１４日（金） 

【対策日程】《父島》６月３日（月）～８日（土）、 

６月２０日（木）～２２（土） 

      《母島》６月１０日（月）～２０日（木） 

【申込場所】村役場建設水道課 村役場母島支所 



小笠原ヨットレース 乳幼児健診・歯科健診（父島）

　　　　　　入出港日 母島交通安全講習会

出港時間 午後3時30分 村ノヤギ駆除

外来診療（午前・午後）父島・母島 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

臨時窓口（午後）（村民課住民係・ 　　　　　入港日

財政課税務係・母島支所庶務係）

※証明書交付のみ 講演会（口腔ケア）母島

母島小中学校第４５回運動会

小笠原高等学校　図書館開放

　　　　　　入出港日 講演会（口腔ケア）父島

出港時間 午後3時30分

小笠原高等学校　図書館開放

出港日 出港時間 午後3時

眼科専門診療(母島)（～9日） 母島巡回労働相談

動物対処室動物看護師募集〆切 行政相談所の開設

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

村民相談

定期予防接種 村ノヤギ駆除

育児学級（親子ヨガ教室）父島 電話による無料法律相談

父島返還祭参加者募集〆切

　　　　　入港日 　　　　　入港日

眼科専門診療(父島)（～13日）

小笠原小学校学校公開 小笠原高等学校　図書館開放

春の全国交通安全運動（～20日） 耳鼻咽喉科専門診療（父島）（～29日）

母島フェスティバル

小笠原高等学校　図書館開放

交通安全キャンペーン(父島)

小笠原高等学校　授業公開週間（～17日） 出港日 出港時間 午後3時

動物対処室の長期休診（～24日）

アホウドリ事業報告会

出港日 出港時間 午後3時

母島乳幼児計測会

防災行政無線試験放送 南洋踊り講習会

南洋踊り講習会

村ノヤギ駆除
固定資産税・軽自動車税〆切

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

1 水 16 木

2 木 17 金

3 金 18 土

4 土 19 日

5 日 20 月

6 月 21 火

7 火 22 水

8 水 23 木

9 木 24 金

10 金 25 土

11 土 26 日

12 日 27 月

13 月 28 火

14 火 29 水

15 水 30 木

31 金

休日

こどもの日

憲法記念日

天皇の即位の日

みどりの日

振替休日


